
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパイプを連結して構成される杖本体を備え、該杖本体を構成する各パイプ間の連
結を雌側パイプに雄側パイプを挿入して行う杖において、
　外周面に雄ネジ部が設けられたネジ体を有すると共に前記雄側パイプの挿入始端部に配
設される回動部材と、
　拡開弾性を有する略円筒状の外形に構成され、前記雌側パイプに摺動状態で挿入される
と共に、前記雄ネジ部に螺合する雌ネジ部が内周面に設けられ、更に、両端部側に各端面
方向に内径を漸次、縮径する厚肉部が設けられた制動部材と、を備え、
　前記雄側パイプの回動により、前記ネジ体の何れか一方の端部側を、前記制動部材の何
れか一方の厚肉部に圧入し、該何れか一方の厚肉部を拡開させて前記雌側パイプの内周面
に圧接することにより、前記雌側パイプと前記雄側パイプとを固定

ることを特徴とする杖。
【請求項２】
　前記雄ネジ部と、前記雌ネジ部との間にクリアランスを設けた請求項１に記載の杖。
【請求項３】
　前記制動部材の両端部側を、軸心を通過するスリット状の分割溝によって周方向に沿っ
て略等分割した請求項１ に記載の杖。
【発明の詳細な説明】
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し、
　前記雌ネジ部を前記制動部材の軸方向中間部に設けると共に、前記制動部材における前
記雌ネジ部と前記厚肉部との間の部位に薄肉部を設け

又は２



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、使用者の体格等に合わせて無段階に長さ調節可能な杖に関し、特に使用者が右
利きであっても、左利きであても、同様な使い勝手が得られる杖に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
無段階に長さ調節可能な杖として、例えば、本出願人が提案した長さ調節装置（特公平７
－４９００４号公報参照）を備えた杖を例示できる。この調節装置は、円錐状周面を有す
る円錐体の中心にネジ軸を一体に突設したネジ体を、下部パイプの上端に固着し、このネ
ジ体のネジ軸に周方向に拡開弾性を備えた円筒状の制動部材を螺合する。そして、偏心回
動するカム円板を設け、下部パイプを回動することによりカム円板を上部パイプの内周面
に圧接させて上部パイプを回らないように制動する。同時に、円錐体の円錐状周面で制動
部材を拡開させて上部パイプの内周面に圧接させることにより上部パイプと下部パイプを
固定するように構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記調節装置は、カム円板を必要として構造が複雑であると共に、組立に手間が
掛かり、製造コストが高くなっている。また、カム円板を取着するためのネジが緩んだり
、脱落して、使用不能となることもある。更に、上部パイプと下部パイプとを固定する場
合にその下部パイプを回す方向が一方向に設定されているため、使用者の利き手によって
は使い勝手が悪くなっている。即ち、右回転方向に設定され、左利きの使用者にとって使
い辛くなっていたり、左回転方向に設定され、右利きの使用者にとって使い辛くなってい
る。
【０００４】
本各発明は、上記各問題点を解決するためになされたものであり、右利きの使用者であっ
ても、左利きの使用者であても、同様な使い勝手が得られると共に、構造が簡単で、安価
に製造できる杖を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明の杖は、複数のパイプを連結して構成される杖本体を備え、該杖本体を
構成する各パイプ間の連結を雌側パイプに雄側パイプを挿入して行う杖において、外周面
に雄ネジ部が設けられたネジ体を有すると共に前記雄側パイプの挿入始端部に配設される
回動部材と、拡開弾性を有する略円筒状の外形に構成され、前記雌側パイプに摺動状態で
挿入されると共に、前記雄ネジ部に螺合する雌ネジ部が内周面に設けられ、更に、両端部
側に各端面方向に内径を漸次、縮径する厚肉部が設けられた制動部材と、を備え、前記雄
側パイプの回動により、前記ネジ体の何れか一方の端部側を、前記制動部材の何れか一方
の厚肉部に圧入し、該何れか一方の厚肉部を拡開させて前記雌側パイプの内周面に圧接す
ることにより、前記雌側パイプと前記雄側パイプとを固定

ることを特徴とする。
【０００６】
本発明の杖では、雌側パイプと雄側パイプとを軸心方向に相対移動させて杖本体の全長を
所望の長さに調節する。そして、雄側パイプを雌側パイプに対して回動させると、ネジ体
の何れか一方の端部側が制動部材の何れか一方の厚肉部に圧入するため、この厚肉部が拡
開してその外周面が雌側パイプの内周面に圧接する。従って、回動部材と制動部材とを介
在として、雌側パイプと雄側パイプとが固定され、杖本体の全長が所望の長さに維持され
る。
【０００７】
このように、本発明の杖では、雄側パイプを左右何れの方向に回転させても、パイプ間の
固定を行うことができるため、右利きの使用者であっても、左利きの使用者であても、同
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し、前記雌ネジ部を前記制動部
材の軸方向中間部に設けると共に、前記制動部材における前記雌ネジ部と前記厚肉部との
間の部位に薄肉部を設け



様な使い勝手が得られる。また、本発明によると、回動部材と制動部材とを主体とする単
純な構造によって、杖本体の長さ調節機構を構成するため、構造が簡単で、製造コストが
安価な杖が得られる。
【０００８】
ところで、本出願人は、使用者の利き手に係わらず、同様な使い勝手を備えた杖を得るた
めの「長さ調節装置」を既に提案している（特願平１０－１５２０７６号）。この長さ調
節装置杖は、「円錐状周面を有する上部と下部の２つの円錐体を互いの円錐状周面が対向
するようにネジ軸の両端に設けてなるネジ体を雄側パイプ（下部パイプ）の上端に固着す
ると共に、周方向に拡開弾性を備えた円筒状の制動部材をネジ体のネジ軸に螺合して構成
されること」を主要な構成とするものである。
【０００９】
この提案に係るネジ体においては、その強度・剛性を十分に維持する上で、ネジ軸の外径
を十分なものとすることが必要となる。しかも、このネジ体は、この十分な外径を備えた
ネジ軸の両端に、更に大径の円錐体を備える構造であるため、ネジ体全体の外径は大きく
なり易い。そして、この提案に係る制動部材は、このネジ体に外装されるものであるため
、ネジ体よりも更に外径が大きくなる。従って、この提案に係る「長さ調節装置」は、内
径が小さなパイプ等に対して好適に内蔵できない可能性がある。
【００１０】
一方、本発明に係る回動部材では、ネジ体の両端側に大径部を設ける必要がないため、回
動部材全体の外径、ひいては、これに外装される制動部材の外径を小さくすることもでき
る。即ち、本発明によると、回動部材や制動部材の外径選択の自由度が高くなるため、大
小、種々の内径を備えるパイプ間の連結に好適に適用できる。
【００１１】
ここで、本発明の「杖」の種類は種々選択でき、例えば、老人や身体障害者等が用いる携
帯用若しくは医療用の杖の他に、登山用若しくはハイキング用の杖（トレッキング用のス
トック）、スキー用の杖（スキー用のストック）等のレジャー用の杖等を例示できる。
【００１２】
また、本発明では、上記「制動部材」を略円筒状の外形に形成された単体の部材を用いて
構成してもよいが、複数の部材を略円筒状の外形に組み合わせて構成することが好ましい
。単体の部材を用いて構成すると、その両端部側に存在する厚肉部のために、回動部材に
対して円滑に外装することが困難な場合があるからである。また、厚肉部の内部空間形状
は種々選択できるが、ネジ体の圧入をより円滑に行う上では、例えば、円錐形状、半楕円
形状、半球面形状等のように、なだらかな内部空間形状とすることが好ましい。更に、制
動部材の拡開弾性としては、（１）制動部材の材質や形状に起因して生ずる拡開弾性、（
２）制動部材に付加される弾性部材等に起因して生ずる拡開弾性、（３）制動部材の材質
や形状と共に、制動部材に付加される弾性部材等に起因して生ずる拡開弾性を例示できる
。
【００１３】
また、本発明では、上記「ネジ体」の外形を略直管状等としてもよいが、圧肉部への圧入
をより円滑に行う上で、両端部側に各端面方向に外径を漸次、縮径する逃がし面を設けた
ものとすることが好ましい。尚、本発明の制動部材の雌ネジ部や、本発明のネジ体の雄ネ
ジ部は、各軸方向全体に渡って形成されても、各軸方向中間部のみに集中的に形成されて
もよい。但し、ネジ体が上死点（前死点）に移動したり、下死点（後死点）に移動したと
きにも、確実な螺合状態を維持できる範囲にて、この雄ネジ部と雌ネジ部とを設けること
が必要となる。
【００１４】
請求項２の発明では、請求項１に記載の杖において、「前記雄ネジ部と、前記雌ネジ部と
の間にクリアランスを設けた」ことを特徴としている。
請求項２の発明では、意識的に設けられたクリアランスによって、回動部材の雄ネジ部と
、制動部材の雌ネジ部との間の接触抵抗を小さくする。このため、雌側パイプと雄側パイ
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プとを固定する際に、雄側パイプに与えるべき回動力（トルク）を小さくできる。
【００１５】
また、仮にこのクリアランスを排除すると、雄ネジ部と雌ネジ部との間の密着性が高くな
り、両者間の接触抵抗が大きくなるため、上記固定を行う際に、制動部材が、雌側パイプ
の内周面との間に働く摩擦力等に打ち勝って、回動部材と一体で回動する可能性もある。
一方、請求項２の発明によると、この雄ネジ部と雌ネジ部との間の接触抵抗が小さくなる
ため、かかる不具合を生じ難い。このように、請求項２の発明によると、各パイプに与え
るべき、操作力を小さくできるため、以下のような効果が得られる。例えば、杖本体の長
さ調節は、握力が弱くなった老人、手袋等を着用している使用者、指先の自由がきかない
者（身体障害者）等によってなされることもある。そして、請求項２の発明に係る杖であ
れば、これらの者にとっても、杖本体の長さ調節を円滑に行うことができる点で大きな意
義を有している。
【００１６】
ここで、この「クリアランス」の好適な範囲を、雄ネジ部（雌ネジ部）の直径（半径）に
沿った長さで示すと、０．８～１．６ｍｍ（０．４～０．８ｍｍ）程度である。０．８ｍ
ｍ（０．４ｍｍ）未満では、クリアランスが過小となり、請求項２の発明の目的を十分に
達成できない恐れがあり、１．６ｍｍ（０．８ｍｍ）を越えると、雄ネジ部と雌ネジ部の
間のガタツキが過大となり、ネジ体の円滑な螺進が困難となる恐れがあるからである。
【００１７】
　 請求項１に記載の杖において、「前記雌ネジ部を前記制動部材の軸方向中間部に
設けると共に、前記制動部材における前記雌ネジ部と前記厚肉部との間の部位に薄肉部を
設けた」ことを特徴としている。
　各厚肉部が軸方向中間部を支点として拡開方向に、たわみ易くなる。従って、雄側パイ
プに与える回動力（トルク）を小さくしても、各厚肉部を拡開させることが容易なため、
杖本体の長さ調節をより円滑に行うことができる。
【００１８】
　請求項 の発明では、請求項１ に記載の杖において「前記制動部材の両端部側を
、軸心を通過するスリット状の分割溝によって周方向に沿って略等分割した」ことを特徴
としている。
　請求項 の発明によると、制動部材の厚肉部をその軸心を中心としてより等方的に拡開
させることが可能となるため、各パイプ間の固定をより円滑かつ確実に行うことができる
。
【００１９】
　 複数のパイプを連結して構成される杖本体を備え、該杖本体を構成する各パイプ
間の連結を雌側パイプに雄側パイプを挿入して行う杖において、外周面に雄ネジ部が設け
られたネジ体を有すると共に前記雄側パイプの挿入始端部に配設される回動部材と、拡開
弾性を備えた略円筒状の外形に構成され、前記雌側パイプに摺動状態で挿入されると共に
、前記雄ネジ部にクリアランスを維持した状態で螺合する雌ネジ部が内周面に設けられた
制動部材と、を備え、前記ネジ体の両端部側の外径を前記制動部材の両端部側の内径に比
べて相対的に大きくし、前記雄側パイプの回動により、前記ネジ体の何れか一方の端部側
を、前記制動部材の何れか一方の端部側に圧入し、該制動部材の何れか一方の端部側を拡
開させて前記雌側パイプの内周面に圧接することにより、前記雌側パイプと前記雄側パイ
プとを固定すること
【００２０】
　前述の請求項２と同様に、回動部材の雄ネジ部と制動部材の雌ネジ部との間に意識的に
クリアランスを設けることで、各パイプ間の固定をより円滑に行うことを意図している。
また、前記「クリアランス」の好適な範囲を、雄ネジ部（雌ネジ部）の直径（半径）に沿
った長さで示すと、請求項２と同様の理由により、０．８～１．６ｍｍ（０．４～０．８
ｍｍ）程度である。
【００２１】
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ができる。



　ここで、具体的態様を例示すると、（ａ）制動部材の両端部側に、各端面方向に内径を
漸次、縮径する厚肉部を形成し、ネジ体の両端部側の外径を制動部材の両端部側の内径に
比べて相対的に大きくする態様、（ｂ）ネジ体の両端部側に、各端面方向に外径を漸次、
拡径する大径部を設け、ネジ体の両端部側の外径を制動部材の両端部側の内径に比べて相
対的に大きくする態様、（ｃ）制動部材の一端部側に、一端面方向に内径を漸次、縮径す
る厚肉部を形成すると共に、ネジ体の他端部側に、他端面方向に外径を漸次、拡径する大
径部を設け、ネジ体の両端部側の外径を制動部材の両端部側の内径に比べて相対的に大き
くする態様、（ｄ）制動部材の両端部側に、各端面方向に内径を漸次、縮径する厚肉部を
形成すると共に、ネジ体の両端部側に、各端面方向に外径を漸次、拡径する大径部を設け
、ネジ体の両端部側の外径を制動部材の両端部側の内径に比べて相対的に大きくする態様
、等を例示できる。
【００２２】
　尚、 に対しても、請求項 の発明を応用することができる。即ち、前記雌
ネジ部を前記制動部材の軸方向中間部に設けると共に、前記制動部材における前記雌ネジ
部と前記厚肉部との間の部位に薄肉部を設けてもよい。また、前記制動部材の両端部側を
、軸心を通過するスリット状の分割溝によって周方向に沿って略等分割してもよい。
【００２３】
【発明の実施の形態】
　次に、本各発明の実施の形態を述べる。
　Ａ．実施の形態１
　本実施の形態は、請求項１～請求項 の発明の実施の形態を示している。そして、本実
施の形態の杖１は、図１に示すように、杖本体２と、取っ手７とを備えている。尚、取っ
手７は杖本体２の上端部に一体的形成されるものであっても、杖本体２とは別体に形成さ
れた後に、ネジ止め、接着等の種々の手法により、杖本体２の上端部に一体化とされるも
のであってもよい。
【００２４】
杖本体２は、最上部に配置される上部パイプ（例えば、軽合金製）２Ａと、中間部に配置
される中間パイプ（例えば、軽合金製）２Ｂと、最下部に配置される下部パイプ（例えば
、軽合金製）２Ｃとを連結して構成されている。そして、本例においては、上部パイプ２
Ａ及び中間パイプ２Ｂの連結に際し、雌側パイプ２Ｗとしての上部パイプ２Ａに対して、
雄側パイプ２Ｍとしての中間パイプ２Ｂが挿入されている。また、中間パイプ２Ｂ及び下
部パイプ２Ｃの連結に際しては、雌側パイプ２Ｗとしての中間パイプ２Ｂに対して、雄側
パイプ２Ｍとしての下部パイプ２Ｃが挿入されている。
【００２５】
但し、各パイプ間の連結態様は本例に限定されず、例えば、下方に配置されるパイプ２Ｂ
（２Ｃ）を「雌側パイプ２Ｗ」とし、上方に配置されるパイプ２Ａ（２Ｂ）を「雄側パイ
プ２Ｍ」として本各発明を適用してもよい。また、本例では、上部及び中間のパイプ２Ａ
、２Ｂの各下端部にグリップ２１を設け、下部パイプ２Ｃの下端部に支持部２２を設けて
いるが、杖本体２を構成する各パイプの構造は本例に限定されない。更に、本例では、３
本のパイプを用いて構成する杖本体２を例示するが、杖本体２を構成するパイプの数は２
本以上であれば特に問わない。
【００２６】
次に、図２及び３を中心にして、この杖本体２に内蔵される回動部材３と制動部材５につ
いて説明する。先ず、回動部材３（例えば、樹脂製）は、外周面の略全体に右ネジ状の雄
ネジ部３２を設けたネジ体３１と、ネジ体３１の下端面より垂下する小径の連結部３３と
、連結部３３の下端面より垂下する大径の固定部３４とを備えている。また、このネジ体
３１の上下両端側に面取りが施され、略円錐台状周面の逃がし面Ｅ、Ｅを形成している。
そして、この回動部材３は、その固定部３４を雄側パイプ２Ｍの挿入始端部２５に嵌合固
着している。尚、本例では、回動部材３を、例えば、ポリアセタール等の摺動性が高く、
しかも、高剛性な素材を用いて構成している。また、本例では、回動部材３を雄側パイプ
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２Ｍに事後的に固着しているが、雄側パイプ２Ｍを作製する際に、回動部材３を一体で形
成してもよい。
【００２７】
一方、制動部材（例えば、ＡＢＳ等の高弾性を備えた樹脂製）５は、一対の半円筒体５１
、５１を略円筒状に組み合わせて構成されている。そして、この制動部材５が弾性素材を
用いて構成されると共に、周回溝５２に環状バネ５３が嵌着されるため、周方向への拡開
弾性を備えている。また、各半円筒体５１、５１の内周面の軸方向中間部には、制動部材
５の内周面の軸方向中間部に、前述の雄ネジ部３２が螺合可能な雌ネジ部５５を形成する
ための雌ネジ溝が形成されている。但し、図４（ａ）に示すように、この雌ネジ部５５と
、雄ネジ部３２との間には、直径（半径）に沿って、０．８～１．６ｍｍ（０．４～０．
８ｍｍ）程度のクリアランスＤが設けられている。
【００２８】
更に、制動部材５の上下両端部側は、各端面方向に内径を漸次、縮径する厚肉部５６とさ
れている。尚、この厚肉部５６の内部空間形状は、半楕円球状とされており、この厚肉部
５６の内壁面Ｔの傾斜は、前述の逃がし面Ｅの傾斜よりもなだらかとされ、厚肉部５６の
奥端側の内径が逃がし面Ｅの端末側の外径よりも小さくなっている。
【００２９】
また、この制動部材５では、雌ネジ部５５と厚肉部５６との間の部分の内径を拡大して薄
肉部５７を形成している。更に、各半円筒体５１、５１の上下両端部側には、各端面で開
口するスリット状の分割溝Ｓが軸心を通過する状態に設けられ、各半円筒体５１、５１は
その周方向に沿って略二等分されている。尚、本例では、両半円筒体５１、５１間を略ヒ
ンジ状の連結片Ｒによって連結しているため、両半円筒体５１、５１の取り扱いが容易と
なる。例えば、制動部材５を杖本体２より取り外したときに、両半円筒体５１、５１が別
体であると、各半円筒体５１、５１を不用意に紛失する可能性が高くなるが、両半円筒体
５１、５１を連結片Ｒによって一体化する本例によると、この可能性を低くできる。
【００３０】
次に、本杖１の組付の手順の１例を述べる。先ず、図２に示すように、ネジ体３１に対し
て、制動部材５を装着する。この装着は、一対の半円筒体５１、５１によってネジ体３１
を外装しつつ、この半円筒体５１、５１を組み合わせた後に、周回溝５２に環状バネ５３
を嵌着することによって行われる。この際、制動部材５の雌ネジ部５５は、ネジ体３１の
雄ネジ部３２と螺合する状態とされる。
【００３１】
そして、図３に示すように、この制動部材５及び回動部材３を備える「雄側パイプ２Ｍ」
を、雌側パイプ２Ｗに挿入すると、本杖１の組付を完了する。このとき、制動部材５は、
その外周面を雌側パイプ２Ｗの内周面に軽く接触させるため、その外周面を摺動面として
、雌側パイプ２Ｗの内周面に対して摺動可能ではあるが、雌側パイプ２Ｗとの間に相対的
な回動を起こし難くなっている。
【００３２】
また、本例では、この組付時に、図４（ｂ）に示すように、一対の半円筒体５１、５１の
対向面５８、５８が衝合しない。即ち、この衝合しない対向面５８、５８間に、制動部材
５の軸心を通過するスリット状の分割溝Ｎが形成される。そして、この分割溝Ｎと、前述
の分割溝Ｓとが略直交しているため、制動部材５の上下両端部側は、周方向に沿って略四
等分された状態となっている。尚、制動部材５の両端部側を等分割する際の分割数は２分
割以上であれば特に問わないが、３～８分割程度とすることが特に好ましい。２分割では
、分割溝Ｎ、Ｓを設けた効果が少なく、９分割以上とすると、制動部材５の強度低下を招
く恐れがあるからである。更に、本各発明においては、本例と異なり、対向面５８、５８
を衝合させる態様を採用することもできる。
【００３３】
次に、本杖１の使用例を示す。先ず、図３に示すように、ネジ体３１が制動部材５の略中
央に位置しているときには、雄側パイプ２Ｍは雌側パイプ２Ｗに対して摺動自在である。
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従って、雄側パイプ２Ｍの雌側パイプ２Ｗに対する挿入量を調節すれば、杖本体２の長さ
調節を無段階に行うことができる。そして、杖本体２を所望の長さとしたところで、雌側
パイプ２Ｗと雄側パイプ２Ｍとの固定が行われる。
【００３４】
また、図５は、右利きの使用者にとって好適な使用例を示している。例えば、雌側パイプ
２Ｗを左手で握ると共に、雄側パイプ２Ｍを右手で握って右方向に回転する。このとき、
制動部材５の外周面と、雌側パイプ２Ｗの内周面とが接触し、制動部材５が回らないよう
に制動されているため、ネジ体３１が上方へと螺進し、上方の厚肉部５６の内壁面Ｔに上
方の逃がし面Ｅが接触する。
【００３５】
そして、本例では、ネジ体３１の上端部側の外径が、上方の厚肉部５６の内径よりも大き
いため、ネジ体３１の上端部側が、この厚肉部５６に圧入され、この厚肉部５６が拡開す
る。これにより、この厚肉部５６の外周面が、雌側パイプ２Ｗの内周面に強く圧接され、
雌側パイプ２Ｗと雄側パイプ２Ｍとが確実に固定される。尚、本例では、厚肉部５６の内
壁面Ｔと、逃がし面Ｅとをなだらかな傾斜面によって構成しているため、ネジ体３１の各
端部側の圧入が、特に円滑に行われる。
【００３６】
一方、図６は、左利きの使用者にとって好適な使用例を示している。例えば、雌側パイプ
２Ｗを右手で握ると共に、雄側パイプ２Ｍを左手で握って左方向に回転する。そして、ネ
ジ体３１の下端部側の外径が、下方の厚肉部５６の内径よりも大きいため、この下方の厚
肉部５６が拡開し、雌側パイプ２Ｗと雄側パイプ２Ｍとが確実に固定される。
【００３７】
このように、本杖１によると、使用者の利き手によらず、同様な使い勝手が得られる。ま
た、本例では、（１）図４（ａ）に示すように、ネジ体３１の雄ネジ部３２と、制動部材
５の雌ネジ部５５との間に適度なクリアランスＤが設けられ、（２）制動部材５が薄肉部
５７を有すると共に、（３）図４（ｂ）に図示するように、制動部材５の両端部側が、分
割溝Ｎ、Ｓによって略等分割された状態となっているため、この固定作業を特に円滑に行
うことができる。
【００３８】
即ち、上記（１）の如く、適度なクリアランスＤを設ければ、制動部材５の雌ネジ部５５
と、ネジ体３１の雄ネジ部３２との間の接触抵抗が小さくなるため、雄側パイプ２Ｍに加
えられる回転力（トルク）が小さくても、ネジ体３１を円滑に螺進させることができる。
しかも、このクリアランスＤの存在下で、ネジ体３１を螺進させると、制動部材５へと回
転力（トルク）が伝達され難くなるため、制動部材５は、雌側パイプ２Ｗの内周面との摩
擦力等によって静止状態を確実に維持する。換言すると、制動部材５がネジ体３１に追随
して回動することが適宜抑制される。更に、雌ネジ部５５と、雄ネジ部３２との間に適度
なガタツキを有するため、制動部材５の各端部側がたわみ易くなる。従って、使用者は、
雄側パイプ２Ｍに、小さな回転力（トルク）を加えるだけで、上記固定作業を円滑に行う
ことができる。
【００３９】
また、本例では、上記（２）の如く、制動部材５が薄肉部５７を有し、しかも、上記（３
）の如く、制動部材５の両端部側が分割されている。このため、制動部材５の両端部側に
おいては、分割溝Ｎ、Ｓによって分割される部分が、あたかも、雌ネジ部５５を支持端す
る「梁」のような形態を有することになる。このように、制動部材５の両端部側が拡開容
易な形態を有するため、この点からも、使用者が雄側パイプ２Ｍに与えるべき、操作力を
小さくできる。
【００４０】
更に、本例では、制動部材５の両端部側が、分割溝Ｎ、Ｓによって略等分割され、この分
割された部分の各々が、図４（ｃ）に図示する仮想線のように、径方向へと拡開する。こ
のため、制動部材５の各端部側を等方的に拡開することが容易となり、制動部材５の各端
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部側が周方向に沿って略均等な圧接力を発生させながら、雌側パイプ２Ｗの内周面をバラ
ンス良く、押圧する。従って、雌側パイプ２Ｗと雄側パイプ２Ｍとの固定状態がより確実
、堅固となっている。
【００４１】
　Ｂ．
　図７（ａ）～（ｃ）に示すように、 の杖１ａは、回動部材３ａ及び制動部材
５ａの態様が異なること以外は、実施の形態１の杖１と同様である。
【００４２】
　 の回動部材３ａも、前述の実施の形態１の回動部材３と同様に、ネジ体３１ａ
と、ネジ体３１ａの下端面より垂下する固定部（図示を省略）とを備え、この固定部を雄
側パイプ２Ｍの挿入始端部２５ａに嵌合固着している。一方、ネジ体３１ａが、各端面方
向に外径を漸次、拡径する略円錐形状の大径部３８ａ、３８ａを上下両端部側に備え、両
大径部３８ａ、３８ａの円周状周面３９ａ、３９ａを対向させている点が、実施の形態１
の回動部材３と異なる。
【００４３】
　また、 の制動部材５ａも、前述の実施の形態１の制動部材５と同様に、一対の
半円筒体５１ａ、５１ａを略円筒状に組み合わせて構成されている。そして、樹脂等の弾
性素材を用いて構成されると共に、周回溝５２ａに環状バネ５３ａを嵌着して拡開弾性を
備えている。一方、制動部材５ａの内周面の略全体に、前述の回動部材３ａの雄ネジ部３
２ａが螺合可能な雌ネジ部５５ａが形成されると共に、各端面方向に内径を漸次拡径して
構成されるテーパ面５９ａ、５９ａが各端部側に設けられている点が、実施の形態１の制
動部材５と異なる。
【００４４】
　尚、 においても、図７（ｂ）に示すように、雌ネジ部５５ａと雄ネジ部３２ａ
との間には、直径（半径）に沿って、０．８～１．６ｍｍ（０．４～０．８ｍｍ）程度の
クリアランスＤが設けられている。また、図７（ｃ）に示すように、両半円筒体５１ａ、
５１ａ間を略ヒンジ状の連結片Ｒによって連結すると共に、制動部材５ａの上下両端部側
を分割溝Ｎ、Ｓで略等分割している。
【００４５】
この杖１ａにおいても、雌側パイプ２Ｗを左手で握ると共に、雄側パイプ２Ｍを右手で握
って右方向に回転すると、ネジ体３１ａが上方へと螺進する。このとき、ネジ体３１の下
端部側の大径部３８ａが、制動部材５ａの下端部側の内径よりも大きいため、この大径部
３８ａが下端部側のテーパ面５９ａに沿って、制動部材５ａに圧入され、制動部材５ａの
下端部側が拡開する。一方、雌側パイプ２Ｗを右手で握ると共に、雄側パイプ２Ｍを左手
で握って左方向に回転すると、ネジ体３１ａが下方へと螺進し、ネジ体３１の上端部側の
大径部３８ａが、上端部側のテーパ面５９ａに沿って、制動部材５ａに圧入され、制動部
材５ａの上端部側が拡開する。
【００４６】
従って、この杖１ａによっても、使用者の利き手によらず、同様な使い勝手が得られる。
そして、この杖１ａにおいても、ネジ体３１ａの雄ネジ部３２ａと制動部材５ａの雌ネジ
部５５ａとの間に適度なクリアランスＤが設けられているため、使用者は、雄側パイプ２
Ｍに、小さな回転力（トルク）を加えるだけで、上記固定作業を行うことができる。更に
、制動部材５ａの上下両端部側が、分割溝Ｎ、Ｓによって略等分割されているため、雌側
パイプ２Ｗと雄側パイプ２Ｍとの固定状態がより確実、堅固なものとなる。
【００４７】
　尚、 においても、図８（ａ）に示すように、雌ネジ部５５ａと、上下両端部側
との間に薄肉部５７ａを形成した制動部材５ａを用いてもよい。この態様によると、上記
固定作業をより円滑に行うことができる。また、図８（ｂ）に示すように、制動部材５ａ
の一端部側に厚肉部５６ａを形成し、ネジ体３１ａの他方の端部側に大径部３８ａを設け
る態様等も含まれる。
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【００４８】
　ここで、実施の形態１の杖１（以下、前者という。）と、 の杖１ａ（以下、後
者という。）とを比較すると、ネジ体３１ａの両端部側に大径部３８ａを備える分だけ、
後者の方が、回動部材３ａ全体の外径と、これに外装される制動部材５ａの外径が大きく
なり易い。このため、後者の場合には、内径が小さなパイプ間に内蔵することが困難な場
合がある。即ち、前者の回動部材３及び制動部材５の方が、より広範囲な内径を備えたパ
イプ間に内蔵することができ、汎用性が高いと考えられる。
【００４９】
尚、本各発明の範囲は、上記発明の実施の形態に具体的に示したものに限定されず、本各
発明の構成、目的の範囲内で種々の変形例を例示することができる。即ち、上記各実施の
形態では、制動部材５、５ａと、雌側パイプ２Ｗとの間の相対的な回動抑制を主に両者間
の摩擦を用いて行ったが、例えば、制動部材５、５ａの外周面と、雌側パイプ２Ｗの内周
面をセレーション嵌合させて、この回動抑制を行うこと等もできる。
【００５０】
【発明の効果】
　以上のように、請求項１～請求項 の発明によると、右利きの使用者であっても、左利
きの使用者であても、同様な使い勝手が得られると共に、構造が簡単で、安価に製造でき
る杖が得られる。また、右利きの使用者であっても、左利きの使用者であても、同様な使
い勝手が得られると共に、構造が簡単で、安価に製造できる杖が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態１の杖の斜視図である。
【図２】　図１の杖の分解斜視図である。
【図３】　図１の杖の要部縦断面図（図４（ｂ）４－４縦断面図に相当）である
【図４】　（ａ）は制動部材の雌ネジ部と回動部材の雄ネジ部との関係を示す概略的な一
部縦断面図、（ｂ）は図３の３－３横断面図、（ｃ）は制動部材の拡開状態を模式的に示
す横断面図である。
【図５】　雄側パイプを右回転させた状態を示す要部縦断面図である。
【図６】　雄側パイプを左回転させた状態を示す要部縦断面図である。
【図７】　（ａ）は の要部縦断面図、（ｂ）は制動部材の雌ネジ部と回動部材の
雄ネジ部との関係を示す概略的な一部縦断面図、（ｃ）は図７（ａ）の７－７横断面図で
ある。
【図８】　（ａ）は の変形例を示す要部縦断面図、（ｂ）は の変形例を
示す要部縦断面図である。
【符号の説明】
　１；杖、２；杖本体、２Ｗ；雌側パイプ、２Ｍ；雄側パイプ、２Ａ；上部パイプ、２Ｂ
；中間パイプ、２Ｃ；下部パイプ、２１；グリップ、２２；支持部、２５；挿入始端部、
３；回動部材、３１；ネジ体、３２；雄ネジ部、３３；連結部、３４；固定部、Ｅ；逃が
し面、３８ａ；大径部、３９ａ；円周状周面、５；制動部材、５１；半円筒体、５２；周
回溝、５３；環状バネ、５５；雌ネジ部、５６；厚肉部、５７；薄肉部、Ｓ；スリット、
Ｒ；連結片、５８；対向面、Ｎ；隙間、５９ａ；テーパ面、７；取っ手。

10

20

30

40

(9) JP 3920512 B2 2007.5.30

参考形態

３

参考形態

参考形態 参考形態



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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